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保険者機能強化推進交付金・

介護保険保険者努力支援交付金

について



【留意事項】

○令和５年度の評価指標結果が提供されてい
ないため、三重県、三重県内市町の評価指標
の分析資料の提示ができません。

○この資料には次の事項を記載します。

・保険者機能強化推進交付金の制度概要

・評価指標の見直し概要（令和４→５年度）

・評価指標における市町の関心（重点）項目と

主な実施内容
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保険者機能強化推進交付金等の配分に係る令和５年度評価指標について

○ 保険者機能強化推進交付金等の配分に係る令和５年度評価指標については、その評価を行う今年度は第８期介護保険事業計画の２年
目であり、同一計画期間においては、継続的な評価を行う上で、極力、評価指標の同一性が確保されていることが望ましい一方、市町
村等からは、
・ 自己評価が難しい評価指標について、趣旨等の明確化を図るべき
・ 地域の実情に即した取組が評価されるよう、評価指標等の記載を工夫すべき
・ アウトカム指標は、単年度データではなく、複数年度データでの評価を検討すべき
などといった意見があることを踏まえ、令和４年度評価指標を基本としつつ、こうした意見を反映するとともに、その他適正化を図る
ため、以下のような見直しを行う。

（自己評価が難しい評価項目の趣旨の明確化）

◇ 都道府県が作成すべき「支援方策」につい
て、目標や支援内容、支援期間等を盛り込
んだ書面として、定義を明確化。

◇ その他都道府県による自己評価の統一が図
られるよう、留意点等の文言を明確化。

（文書負担軽減に関する評価指標の見直し）

◇ 規制改革実施計画（令和４年６月７日閣議
決定）において、厚生労働省の「電子申請
届出システム」の活用促進が指摘されてい
ることを踏まえ、評価項目として「システ
ムの活用による標準化」を追加。

（平均要介護度の変化に関する評価指標の充
実）

◇ 現在の直近１年間の要介護度の変化率の状
況に関する評価指標に加え、より長期間の
要介護度の変化率の状況に関する評価指標
を追加。

（第９期計画策定に向けた各種調査に関する指
標の追加）

◇ 令和６年度からの第９期計画に向け、各種
調査の実施状況に関する評価指標を追加。

（災害対策に関する評価指標の見直し）

◇ 現在の評価指標は、災害に関する訓練の
実施状況を評価するものとなっているが、
災害対策は、訓練に加え、非常災害計画・
BCPの策定や、関係者に対する研修など
様々な体制整備が必要となることから、訓
練のみならず、災害対策全体のプロセスを
評価する指標へと見直し。

（自己評価が難しい評価項目の趣旨の明確化）

◇ 市町村による自己評価の統一が図られるよ
う、留意点等の文言を明確化。

（平均要介護度の変化に関する評価指標の充
実）

◇ 現在の直近１年間の要介護度の変化率の状
況に関する評価指標に加え、より長期間の
要介護度の変化率の状況に関する評価指標
を追加。

（文書負担軽減に関する評価指標の見直し）

◇ 規制改革実施計画（令和４年６月７日閣議
決定）において、厚生労働省の「電子申請
届出システム」の活用促進が指摘されてい
ることを踏まえ、評価項目として「システ
ムの活用による標準化」を追加。

（高齢者の就労的活動に関する評価指標の整理
統合）

◇ 高齢者の就労的活動に関する評価指標につ
いて、元気高齢者の活躍に向けた取組の実
施状況に関する評価指標と整理統合。

【都道府県評価指標】 【市町村評価指標】
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指標項目 推進配点 支援配点

Ⅰ ＰＤＣＡサイクルの活用による保険者機能の強
化に向けた体制等の構築

１３５点
（115点）

３５点

Ⅱ 自立支援、重度化防止等に資する施策の推進
1,020点

（900点）

７５５点

（635点）

（１）介護支援専門員・介護サービス事業所等 １００点 ０点

（２）地域包括支援センター・地域ケア会議 １０５点 ６０点

（３）在宅医療・介護連携 １００点 ２０点

（４）認知症総合支援 １００点 ４０点

（５）介護予防／日常生活支援 ２４０点 ３２０点

（６）生活支援体制の整備 ７５点 １５点

（７）要介護状態の維持・改善の状況等
３００点

（180点）

３００点

（180点）

Ⅲ 介護保険運営の安定化に資する施策の推進
２0０点

（360点）
4０点

（60点）

（１）介護給付の適正化
１２０点

（260点）
０点

（２）介護人材の確保
8０点

（100点）

4０点

（60点）

合計 1,3５5点
（1,375点）

８3０点
（730点）

推進＋支援配点総計
2,185点

（2,105点）

令和５年度評価指標配点

指標項目 推進配点 支援配点

Ⅰ 管内の市町村の介護保険事業に係るデータ分析
等を踏まえた地域課題・地域差の把握と支援計画

１２５点 ２５点

Ⅱ 自立支援・重度化防止等、保険給付の適正化事

業等に係る保険者支援の事業内容

６５０点

（670点）
２８５点

（１）地域ケア会議、介護予防・日常生活支援

総合事業に係る支援
１２０点 １６５点

（２）生活支援体制整備等に係る支援 ７５点 ２５点

（３）自立支援・重度化防止等に向けたリハビ

リテーション専門職等の活用に係る支援
４５点 ４５点

（４）在宅医療・介護連携に係る支援 ２５点 ０点

（５）認知症総合支援に係る支援 ７５点 ０点

（６）介護給付の適正化に係る支援
５５点

（75点）

０点

（７）介護人材の確保・生産性向上に係る支援 ２３０点 ５０点

（８）その他の自立支援・重度化防止等に向け

た各種取組への支援事業
２５点 ０点

Ⅲ 管内の市町村における評価指標の達成状況によ
る評価

３５０点
（250点）

３９０点
（290点）

合計 1,125点
（1,045点）

７００点
（600点）

推進＋支援配点総計
1,825点

（1,645点）

≪都道府県評価指標≫ ≪市町村評価指標≫
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評価指標における市町の関心（重点）項目と
主な実施内容について

県作成

・注力事項は各市町によってばらつきがあるが、「多様なサービスの実現に向けた方策の設定」「サービスC→通いの場
への繋ぎ」 「通いの場の参加促進アウトリーチ」といった項目を重点的に取り組むとする市町が多かった。

評価指標
注力するとした
市町数

多様なサービスの実現に向けた
方策の設定

8

サービスC→通いの場への繋ぎ 5

通いの場の参加促進アウトリーチ 5

行政内・他部門の他事業との連携 5

保健と介護予防の一体的実施 5

専門職関与の仕組み 2

民間サービス等との連携 1

データ活用による課題の把握 1
通いの場の参加者の
健康状態等の把握・分析

3

事業所への自立支援の評価 0

高齢者の社会参加インセンティブ 0

その他（選択肢以外） 2

【多様なサービスの実現に向けた方策の設定】
・住民を巻き込んだ取り組みが重要と考えており、介護
予防・日常生活支援総合事業の住民主体サービスの
育成に注力している。

【通いの場の参加促進アウトリーチ】
・未利用者に対して、訪問等により状況把握やニーズ
を確認したうえで通いの場の情報提供を実施。
・地域協力者との関係強化を継続し、閉じこもりがちな
高齢者のさらなる把握を行い、閉じこもり予防事業や
サロン活動への参加促進を行う。

【サービスC→通いの場への繋ぎ】
・サービス利用の前・中・後に地域ケア会議を開催し、
教室終了後の処遇について介護支援専門員、専門職、
生活支援コーディネーターと話し合いを行う。その内容は、
担当ケアマネから本人に伝え、必要な方には通いの場等
への参加を促す。

主な実施内容


